
概 要：指定避難所である珠洲市立飯田小学校において、非構造部材である天井の耐震対策を実施したことにより、
能登地震発災時に天井が崩落することなく、避難所として利用することができた。

府省庁名：文部科学省

 実施主体：石川県珠洲市

 実施場所：石川県珠洲市

 事業概要：石川県珠洲市における指定避難所となる珠洲市立

 飯田小学校において、非構造部材（天井）の耐震対策を実施し

 た。

 事業費：約2,800万円の内数

事業実施年度 令和２年度

 効 果

＜被害概要＞

珠洲市では、震度６強を観測した能登半島地震により、住宅の全・

半壊が多数あり、大量の避難所利用者が生じた。飯田小学校にお

いては最大約４８０人の避難者を受け入れた。

＜効果＞

珠洲市立飯田小学校は避難所として使用されたが、天井の耐

震対策を実施していたため、天井が崩落することなく、パネルが

数枚落下する程度の被害で済んだため、必要な安全対策を講じ

た上で避難所として利用できた。

災害時の効果発揮事例
避難所となる小学校の非構造部材（天井）の耐震対策

＜発災後の飯田小学校体育館の状況＞
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